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サマリー① 

夏インターンを主軸とした早期化傾向は、引き続き顕著

就職活動は特に本選考の⾯接開始を中⼼に引き続き早期化傾向
‧昨年同様約75%の学⽣が6⽉までに活動開始（ナビサイトの4⽉OPENに合わせ、4⽉開始が増加）

‧11⽉時点で70%以上の学⽣がすでに1社以上にエントリー済み（昨年から約12pt上昇）

‧約45%の学⽣が本選考の⾯接を経験済み（昨年から約20pt上昇）

インターン参加状況は昨年同様も、対⾯が復活傾向に
‧⼀⼈当たりの参加社数は約5社と昨年とほぼ同様
‧コンテンツ内容としては実務体験型への⽀持が⾼い
‧⼀⽅、会社‧事業内容や⼈の雰囲気の理解、早期選考への期待などを理由に半⽇/1⽇も⼈気
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サマリー② 

職種、勤務地への配属確約をベースとした選択をより重視

希望職種や希望勤務地の確約をより重視する傾向に
‧確約希望は前年⽐5pt増加
‧特に勤務地やジョブ（職種×領域）確約を望む声が増加
‧⼀⽅、情報過多の時代にも関わらず、働くイメージを持つために必要な情報は不⾜傾向

事業内容や職種、ライフスタイルを重視した進路選択
‧推薦利⽤は引き続き減少傾向
‧応募企業の選択軸は事業内容、年収、勤務地、職種を重視
‧特に勤務地については、出⾝地であることよりもライフスタイルや希望職種を重視する傾向に
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調査対象
00 
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調査対象 

実施期間 2024年11⽉14⽇〜2024年11⽉28⽇

調査対象
学年：26卒理系院⽣（修⼠1年⽣）
対象：LabBase就職ユーザー936名
   （専攻不問）

回答者専攻 右記グラフ参照
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就職活動の状況

01 
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就活の開始時期

参照：2024年11⽉26卒理系院⽣936名 就活動向調査（n= 936）

6⽉までに約75%の学⽣が活動を開始
ナビサイトの4⽉OPENに合わせ、4⽉開始が増加

就職活動を始めた時期を教えてください。（単⼀回答）

※「就職活動を始める」とは、情報収集を始める、
就活サービスに登録するなどの⾏動を指しています。



Copyright ©  LabBase Inc. All Rights Reserved.　

11⽉時点でのエントリー社数

現時点で、本選考にエントリーした社数を教えてください。（単一回答）

70%以上の学⽣がすでに1社以上にエントリー済み
昨年から約12pt上昇

参照：2024年11⽉26卒理系院⽣936名 就活動向調査（n= 936）
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11⽉時点での⾯接社数

本選考において、現時点で面接を受けた社数を教えてください。（単一回答）

約45%の学⽣が本選考の⾯接を経験済み
昨年から約20pt上昇

参照：2024年11⽉26卒理系院⽣936名 就活動向調査（n= 936）
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11⽉時点での内定数

内定も早期化傾向
11⽉時点で内定を持っている学⽣の割合が約7pt増加

本選考において、現時点で内定をもらった社数を教えてください。（単一回答） 

参照：2024年11⽉26卒理系院⽣936名 就活動向調査（n= 936）
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インターンシップ
参加実態

02 
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インターンシップ参加率

約93%がインターンに参加

参照：2024年11⽉26卒理系院⽣936名 就活動向調査（n= 936）

就職活動全体を通して、インターンシップに参加した / 参加する予定の社数を教えてください。（単一回答）
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インターンシップ参加社数

就職活動全体を通して、インターンシップに参加した / 参加する予定の社数を教えてください。（単一回答）

ひとりあたりの平均参加社数は、前年と変わらず約5社

参照：2024年11⽉26卒理系院⽣936名 就活動向調査（n= 872）
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⽇数ごとのインターン参加社数

どの日程のインターンシップに、何社参加した/する予定ですか。日数ごとに、社数を回答ください。

「半⽇、1⽇」の参加率は約86%かつ複数社参加の傾向
複数⽇程の参加率は50%を下回り、参加社数も1,2社が⼤半
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参加インターンシップの開催形式（対⾯‧オンライン）

参加した/参加予定のインターンシップについて、オンラインと対面のどちらの開催形式でしたか。

対⾯コンテンツが復活傾向

参照：2024年11⽉26卒理系院⽣936名 就活動向調査（n= 872）
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インターンの探し⽅

就活サービスや企業HPなど、広く情報を集めている傾向に。

参照：2024年11⽉26卒理系院⽣936名 就活動向調査（n= 936）

参加するインターンシップをどのように探しましたか。（複数回答）
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参加するインターンを決める動機

「実務体験」「早期選考」を期待し、インターンを選んでいる

参照：2024年11⽉26卒理系院⽣936名 就活動向調査（n= 936）

インターンシップ参加企業を決める際、動機になったものは何ですか。（複数回答）
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インターンを通じて志望度が上がったか

約81%がインターンを通じて志望度の上昇を経験

参照：2024年11⽉26卒理系院⽣936名 就活動向調査（n= 858）

インターンを通じて、志望度が上がった企業はありましたか。（単一回答）
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志望度が上がった会社のインターン⽇数

志望度が上がったインターンシップについて、何日開催されましたか。（単一回答）

⼀定期間以上の就業体験の効果がある⼀⽅、
単⽇コンテンツも志望度に好影響

参照：2024年11⽉26卒理系院⽣936名 就活動向調査（n= 696）
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志望度が上がった会社のインターン内容

できるだけ業務体験ができる内容が望ましい
かつ社員との交流も重要な要素に

参照：2024年11⽉26卒理系院⽣936名 就活動向調査（n= 696）

志望度が上がったインターンシップについて、主にどのような内容でしたか。（単一回答）
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志望度が上がったきっかけ

志望度が上がったインターンシップについて、どんなきっかけで志望度が上がりましたか。（複数回答）

カルチャーや業務に触れ、働くイメージを持てることが重要

参照：2024年11⽉26卒理系院⽣936名 就活動向調査（n= 696）
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特に現場社員の⽅との交流や実務体験により働くイメージが明確になり、
志望度が上がったという声が多い。

インターンを通じて志望度が上がった理由1：「働くイメージ」が持てた

回答いただいた企業について、インターンを通じて志望度が上がったきっかけや理由を教えてください。（自由回答）

＜学生の声＞

● 実際に現場で働いている人たちの生の声 で、や

りがいや苦労を聞けたことが、その会社で働く

イメージをわかせ志望度合いが上がった。

● 社員の方々と話すことで、職場の雰囲気や働き

方を具体的にイメージ できた。

● 研究者や現場の方の働き を見れたから

● 現場で働く方々のお話を聞き 、この企業で働き

たいと思ったから。

＜学生の声＞

● 実際の業務を通して会社の雰囲気 などがわかっ

たから

● 実際に業務を体験し仕事への解像度が高まった

ため。

● 職種が確約されていたり、ハッカソンを通し

て、実際の業務へのイメージ やその他相談する

際などに社員の方について知ることができたた

め。

参照：2024年11⽉26卒理系院⽣936名 就活動向調査（n= 696）
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⾃分の専⾨性や経験が活かせる、⾃分とマッチしていると感じることで
志望度が上がったという回答も多い。

インターンを通じて志望度が上がった理由2：「⾃分とのマッチ」を感じた

回答いただいた企業について、インターンを通じて志望度が上がったきっかけや理由を教えてください。（自由回答）

＜学生の声＞

● 元々は企業自体を知らなかった のだが、自分の

参加したインターンシップのテーマが自分の研

究している内容に近い ものであり、魅力を感じ

たため。

● インターン参加前のイメージと違って、理系が

活躍できるフィールドが多くあることを知り、

志望度が上がりました。

＜学生の声＞

● この企業が取り組む事業は自分の専門分野と全

く違うと思っていたが、インターンシップに参

加することで、分野が違っても生かせる知識や

考え方があることを知れた から。

● 自分の研究の経験を活かして働けると思ったか

ら。

● 自分の興味や専門性に通じるものを見つけたた

め。

参照：2024年11⽉26卒理系院⽣936名 就活動向調査（n= 696）
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「働くイメージ」を
 持つための情報とは？

参考 
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HPや就活サービスの情報から働くイメージは持てるか

採用HPや就職情報サイト（ナビサイトやLabBase就職など）に掲載されている情報から、
実際の仕事内容や働くイメージは想像できますか。（単一回答）

約60%が掲載されている情報だけでは、
働くイメージや仕事内容の理解に不安を感じている

参照：2024年11⽉26卒理系院⽣936名 就活動向調査（n= 936）
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働くイメージを持つために必要な情報

参照：2024年11⽉26卒理系院⽣936名 就活動向調査（n= 936）

仕事内容をイメージするためには具体的にどのような情報が必要ですか？（複数回答）

情報過多の時代にも関わらず、実態として、
学⽣が働くイメージを持つために必要な情報は意外と不⾜している
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企業の選択⽅法、選択軸
03 
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応募企業の探し⽅

応募する企業をどのように探していますか。（複数回答）

就活サービスの利⽤や能動的な検索が増えており、
先輩や教授、キャリアセンターへの依存度は低下傾向

参照：2024年11⽉26卒理系院⽣936名 就活動向調査（n= 936）
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応募する企業を探す軸

何を軸に応募する企業を探していますか。（複数回答）

「業務内容」「年収」を軸に探す割合が多い

参照：2024年11⽉26卒理系院⽣936名 就活動向調査（n= 936）
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エントリーを決める理由

企業にエントリーしたいと思う理由として当てはまるものを教えてください。（複数回答）

実際に応募するかどうかは「業務内容」「職種」への関⼼や
⾃分の専⾨性‧研究を活かせるかを重視する傾向に

参照：2024年11⽉26卒理系院⽣936名 就活動向調査（n= 936）
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第⼀希望の勤務地：所属⼤学の所在地域ごと

第一希望の勤務地はどこですか。（単一回答）所属⼤学の
所在地域

所属⼤学の所在地域ごとに希望勤務地をみても、
⼀定数が「特に希望なし」と回答

参照：2024年11⽉26卒理系院⽣936名 就活動向調査（n= 936）
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希望勤務地を決める上での重視ポイント

希望する勤務地を決める上で重視するポイントはなんですか。優先度が高い項目を3つ選んでください。

ゆかりのある地域かどうかよりも、ライフスタイルに合うか、
専⾨性を活かせるかどうかが重視される傾向に

参照：2024年11⽉26卒理系院⽣936名 就活動向調査（n= 936）
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第⼀志望職種（TOP10）

現在の第一志望職種を教えてください。（単一回答）

研究開発職が引き続き最も⼈気なものの、その他の職種への志望も⾼まる

参照：2024年11⽉26卒理系院⽣936名 就活動向調査（n= 936）
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参考：第⼀志望職種（全体）

現在の第一志望職種を教えてください。（単一回答）

参照：2024年11⽉26卒理系院⽣936名 就活動向調査（n= 936）



Copyright ©  LabBase Inc. All Rights Reserved.　

配属確約に関する
意識調査

04 
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配属確約の希望

内定前の配属先（職種・部署・地域など）確約についてどのように感じますか。（単一回答）

確約の希望度合いは年々上昇傾向

参照：2024年11⽉26卒理系院⽣936名 就活動向調査（n= 936）
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なぜ配属を確約してほしいか

（「確約してほしい」と回答した方へ）なぜ確約してほしいと感じますか。（複数回答）

勤務地と職種×領域（ジョブ）確約の希望度合いがより⾼まる

参照：2024年11⽉26卒理系院⽣936名 就活動向調査（n= 699）
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どのタイミングで確約してほしいか

（「確約してほしい」と回答した方へ）どのように配属先（職種・部署・地域など）を確約してほしいと感じますか。（単一回答）

「選考を通じて確約される」ことを希望する学⽣が約44%

参照：2024年11⽉26卒理系院⽣936名 就活動向調査（n= 699）
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就職活動の⼿段
05
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推薦の利⽤意向

推薦利用意向を教えてください。推薦を利用したいと思いますか。（単一回答）

「利⽤しない、しないつもり」の割合が年々増加している

参照：2024年11⽉26卒理系院⽣936名 就活動向調査（n= 936）
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学内企業説明会への参加意向

学内企業説明会に関して参加意向を教えてください。（単一回答）

約64%が「興味がある企業であれば参加したい」とし、
知名度に課題がある企業にとっては学⽣にアプローチしにくい可能性も

参照：2024年11⽉26卒理系院⽣936名 就活動向調査（n= 936）
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約58%が「必要な情報は他の機会で⼊⼿できるので必要性を感じない」と回答
学内説明会が有効な機会と認識されていない傾向

学内企業説明会へ参加しない理由

（「参加しない」と回答した方へ）参加しない理由を教えてください。（複数回答）

参照：2024年11⽉26卒理系院⽣936名 就活動向調査（n= 936）
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スカウトから企業に興味を持ったか

86%がスカウトをきっかけに「興味を持った企業があった」と回答。

参照：2024年11⽉26卒理系院⽣936名 就活動向調査（n= 936）

スカウトが届くなど企業からのアプローチをきっかけに、企業に関心を持ったことはありますか。（単一回答）
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なぜスカウトから興味を持ったのか

「研究内容‧スキル」と事業内容への親和性を感じると関⼼が⾼まる傾向
「個別」アプローチかどうかも重視される

参照：2024年11⽉26卒理系院⽣936名 就活動向調査（n= 936）

（「興味を持った」と回答された方へ）どういった理由から興味を持ちましたか。（複数回答）
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就活⾏事の希望の実施形式（対⾯‧オンライン）

就活における各行事についてオンラインと対面のどちらでの開催を希望しますか。

コンテンツごとに希望の実施形式が異なる。
インターンは対⾯希望が約70%と、濃い体験を求めていると⾔える。

参照：2024年11⽉26卒理系院⽣936名 就活動向調査（n= 936）
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LabBase - 新卒向けサービス⼀覧 -

採⽤要件定義 イベント 座談会 内定辞退者調査

スカウト インターンシップ設計

メディア(エントリー受付)

LabBase Survey（市場調査）/ コンサルティング

アプローチ 魅⼒づけ‧応募 内定/承諾

⺟集団形成（認知形成）から魅⼒づけ、そして内定承諾まで、
⼀貫して理系採⽤のご⽀援をしております

ターゲットの明確化
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理系専門職の採用に
効率的・効果的なアプローチができる



Copyright ©  LabBase Inc. All Rights Reserved.　 ※1：学生の総数に対する25卒の見込み登録人数の割合。学生総数は、文部科学省学校基本調査令和４年度専攻分野別　大学院1年次学生数より。理学・工学・農学
の修士1年を24卒に、2年を23卒としてカウント。

理系専門職の採用に、効率的・効果的なアプローチができる

国内理系大学院生の

約50%が

登録

特 徴

1
研究内容/

スキルがわかる

豊富な
プロフィール

特 徴

2

効果的・効率的な
アプローチ

が可能な

機能開発

特 徴

3

※1
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LabBase就職のスカウトサービスが提供する価値

マッチ度が高いピンポイントアプローチを

少ない工数で実現し、量と質を両立する

工数レス

マッチ度高い

ピンポイントアプローチ

工数レス

マッチ度高いマッチ度低い

工数多い

低いマッチ度

マスアプローチ

工数をかけた

ピンポイントアプローチ
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補⾜：採⽤プロセスの⼯数削減に向けたプロダクト開発

採用プロセスを、シンプルかつ高い精度へ

まずはアプローチまでのプロセスを進化
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LabBase就職のスカウトサービスが提供する価値

企業側・学生側の双方から能動的にアプローチすることが可能

新卒採用・インターン

シップの募集を掲載

プロフィール・

研究内容を登録

研究内容にマッチする募集に直接応募

募集職種にマッチする学生に直接スカウト送信理系学生 企 業
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特徴①：国内理系⼤学院⽣の約50%が登録

25卒 26卒
実績※2024年3月時点 見込み※2025年3月時点

20,000

23,000

累計登録数

年次登録数（25卒実績と26卒見込み）

26卒理系学生

万名 　2.3
が登録見込み

国内理系院生の 　

%　50
が登録

約約

登録増加中

※1

※1：学生の総数に対する26卒の見込み登録人数の割合。学生総数は、文部科学省学校基本調査令和４年度専攻分野別　大学院1年次学生数より。理学・工学・農学の修士1年を24卒に、2年
を23卒としてカウント。

22,000

22,000

国内理系大学院生の約50%が登録

専門性の高い多様な人材が在
籍
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特徴②：研究内容/スキルがわかる豊富なプロフィール

理系に特化した豊富な

プロフィールだからこそ

本当に出会いたい学生が

見つかる

研究内容をベースに、将来やりたいことや就職先に

求めることなど学生の嗜好性が精緻に確認できます。

学生・企業双方のマッチングが図りやすい

スカウトサービスです。
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特徴③：効果的‧効率的なアプローチが可能な機能開発

スカウト送付までの工数を削減

ターゲット学生に最適な

アプローチをアシスト

生成AIを活用した機能開発により、配属先が必要とする学生との

出会いをさらに加速させます。専門性の高い職種であっても、

ターゲット学生に伝わる募集情報やスカウト文面の作成をアシス

トします。

本来、膨大な工数がかかる、かつ難易度の高い採用プロセスを効

率的かつ効果的に実行することが可能です。

1

最適な募集や

テンプレートが

簡単につくれる

2

候補者の

推薦を

受けられる

3
ターゲットの

見極め、

ピックアップが

簡単に

4
  魅力的な

スカウトが

簡単につくれ、

高い返信率を

見込める

5

ターゲット学生

から

直接応募がくる
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LabBase就職はこれらを根本から⼀気通貫で解決します

57

課題

根本的な原因 アプローチ方法 ターゲット設定 魅力訴求

母集団形成の質・量 歩留まりが悪い 内定承諾率が低い

改善には多大な工数が必要

理系院生最大のDB から

自社にマッチする

理系学生にアプローチ

学生の志向性や

将来のやりたいこと に沿った

アプローチが可能
魅力づけコンテンツ の

アドバイスや

オプションメニュー も

提供可能

これらの運用が効果的・効率的に可能

本当にほしい人材が見つかる
スカウト運用から

自然と採用要件も明確に
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設立:2016年9月23日

社員数：106人（2023年4月時点）

資本金：613,130,500円（資本準備金含む）

理系学生及び中途技術者の採用支援

● NHKニュース7ノーベル賞特集にて紹介

● テレビ東京　WBSにて紹介

● 東洋経済「すごいベンチャー100」選出

● 「TechCrunch Tokyo 2018」受賞

株式会社LabBase

代表

事業内容

受賞歴／掲載実績
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お問い合わせ

お電話やWEBサイト上のお問い合わせ窓口より、お気軽にお問い合わせください。

ご利用方法や導入事例はWEBサイトでもご確認いただけます

▼ 資料ダウンロード

LabBase就職をはじめて知っていただく方に向けて、
わかりやすいサービス資料や理系学生に詳しくなれる
お役立ち資料をご用意しています。

https://business.labbase.jp/downloads/

資料ダウンロードはこちら

▼ お問い合わせ

お電話やWEBサイト上のお問い合わせ窓口より、
お気軽にお問い合わせください。

https://business.labbase.jp/contact/

お問い合わせはこちら

03-6684-1539（10:00〜19:00）

https://business.labbase.jp/downloads/
https://business.labbase.jp/downloads/
https://business.labbase.jp/contact/
https://business.labbase.jp/contact/
https://business.labbase.jp/contact/

